
大
阪
市

困
難
な
問

題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
の

概
要

１
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
（
第
１
章
第
１
節
）

◆
現
状

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
ク
レ
オ
大
阪
）
で
の
相
談
状
況
（
令
和
４
年
度
）

・
女
性
総
合
相
談
：

13
,6

42
件

・
女
性
の
つ
な
が
り

LI
NE
相
談
：

1,
08

1件
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
状
況
（
令
和
４
年
度
）

・
DV
専
門
相
談
：

3,
32

1件
（
う
ち
、
女
性
か
ら
の
相
談
件
数
は
全
体
の

85
.3
％
）

・
本
市
一
時
保
護
施
設
の
状
況
：
保
護
女
性

11
4人

・
保
護
命
令
件
数
：

25
件

◆
課
題

①
支
援
体
制
に
つ
い
て

女
性
と
い
う
性
に
起
因
し
た
課
題
を
抱
え
る
困
難
女
性
の
特
徴
を
ふ
ま
え
た

中
⻑
期
的
な
自
立
支
援
体
制
の
整
備
や
行
政
機
関
に
つ
な
が
り
に
く
い
支
援
対

象
へ
の
積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
必
要

②
支
援
事
業
に
つ
い
て

専
門
的
な
心
理
的
・
医
療
的
ケ
ア
、
秘
匿
の
必
要
性
や
自
立
の
段
階
に
よ
っ

て
選
択
で
き
る
多
様
な
施
設
・
居
所
の
確
保
等
が
必
要

③
⺠
間
支
援
団
体
等
に
つ
い
て

⺠
間
支
援
団
体
等
と
の
協
働
の
仕
組
み
の
構
築
が
必
要

④
啓
発
・
理
解
促
進

広
く
社
会
へ
の
啓
発
、
若
年
層
へ
の
性
教
育
や
啓
発
の
強
化
が
必
要

⑤
そ
の
他

DV
被
害
者
等
支
援
と
し
て
、
暴
力
の
再
発
を
防
ぐ
加
害
者
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
も
必
要

２
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
を
め
ぐ
る
本
市
の
現
状
と
課
題
（
第
１
章
第
２
節
）

３
基
本
目
標
（
第
１
章
第
３
節
）

４
支
援
の
方
針
と
体
制
（
第
２
章
第
１
節
）

◆
取
組
の
方
向
性

(1
)ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
に
よ
る
早
期
の
把
握
・
居
場
所
の
提
供

・
相
談
窓
口
や
支
援
制
度
等
の
広
報
周
知

・
⺠
間
支
援
団
体
等
と
も
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
安
心
安
全
な
居
場
所
の
提
供

等
(2
)相
談
支
援

・
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

・
SN

Sの
活
用
等
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
相
談
環
境
の
充
実

・
女
性
相
談
支
援
員
を
中
心
と
し
た
相
談
支
援

等
(3
)一
時
保
護
・
施
設
入
所
措
置

・
警
察
及
び
大
阪
府
と
連
携
し
た

24
時
間
体
制
で
の
緊
急
一
時
保
護
の
実
施

・
市
の
一
時
保
護
施
設
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 ・
大
阪
府
、
⺠
間
支
援
団
体
等
と
連
携
し
た
多
様
な
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

等
(4
)被
害
か
ら
の
回
復
（
心
理
的
・
医
療
的
ケ
ア
）

・
医
療
機
関
等
へ
の
同
行
支
援

・
専
門
機
関
と
の
連
携

等
(5
)自
立
支
援

・
女
性
相
談
支
援
員
に
よ
る
伴
走
型
支
援
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

 ・
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
等
と
連
携
し
た
住
ま
い
の
確
保
支
援

・
DV
被
害
者
等
の
市
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居

・
転
居
費
用
等
へ
の
経
済
的
支
援
の
検
討

・
支
援
対
象
者
の
児
童
へ
の
ケ
ア

等
(6
)ア
フ
タ
ー
ケ
ア

・
女
性
相
談
支
援
員
に
よ
る
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
相
談
支
援
、
居
場
所
の
提
供

等
(7
)⺠
間
支
援
団
体
等
と
の
協
働
体
制

・
⺠
間
支
援
団
体
等
へ
の
委
託
化
や
補
助
制
度
の
検
討

・
⺠
間
支
援
団
体
等
と
の
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

等
(8
)啓
発
・
理
解
促
進

   ・
広
く
社
会
へ
の
啓
発
促
進

・
学
校
等
と
連
携
し
た

DV
防
止
教
育
等
の
若
者
層
へ
の
理
解
促
進

・
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討

等
(9
)調
査
研
究
・
人
材
育
成

・
女
性
相
談
支
援
員
、
行
政
窓
口
職
員
、
⺠
間
支
援
団
体
等
へ
の
研
修

・
困
難
女
性
の
現
状
や
支
援
ニ
ー
ズ
等
の
継
続
的
把
握

等

５
支
援
の
内
容
（
第
２
章
第
２
節
）

◆
計
画
の
推
進

区
役
所
や
関
係
部
署
と
の
連
携
、
「
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
」
で
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
等
に
よ
る
全
庁
的
な
体
制

の
も
と
で
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
推
進

◆
計
画
の
進
捗
管
理

実
施
状
況
を
年
度
ご
と
に
効
果
検
証
の
う
え
、
施
策
の
適
宜
見
直
し
と
充
実
。
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
へ
の
報
告
・
関
係

機
関
や
⺠
間
支
援
団
体
等
、
有
識
者
等
へ
の
意
見
聴
取
に
よ
り
、
円
滑
か
つ
効
果
的
な
推
進

６
計
画
の
推
進
と
進
捗
管
理
（
第
３
章
）

◆
計
画
策
定
の
背
景
と
趣
旨

・
女
性
が
抱
え
る
困
難
な
問
題
は
、
近
年
、
複
雑
化
、
多
様
化
、
複
合
化
。
だ
れ
も

が
安
心
か
つ
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

新
た
な
女
性
支
援
の
枠
組
を
定
め
る
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
困
難
女
性
支
援
法
」
）
が
令
和
４
年
５
月
に
成
立
。

令
和
５
年
３
月
に
は
厚
生
労
働
省
よ
り
困
難
女
性
支
援
法
の
基
本
方
針
が
公
示

・
大
阪
市
基
本
計
画
は
、
困
難
女
性
支
援
法
や
厚
生
労
働
省
の
基
本
方
針
を
ふ
ま
え
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
向
を
示
す
。

◆
計
画
の
基
本
理
念

す
べ
て
の
人
の
人
権
擁
護
と
男
女
平
等
の
理
念
の
も
と
、
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
の
福
祉
を
増
進
し
、
一
人
ひ
と
り
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
が
ら
、
抱
え
て

い
る
問
題
及
び
そ
の
背
景
、
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
を
早
期
か
ら

と
ぎ
れ
な
く
包
括
的
に
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
、
だ
れ
も
が
安
心
か
つ
自
立

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

◆
計
画
期
間

令
和
６
年
度
〜

12
年
度

計
画
の
進
捗
等
の
状
況
変
化
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
適
宜
見
直
す
。

◆
本
市
の
一
時
保
護
施
設
の
退
所
者
等
支
援
対
象
者
が
、
意
識
が
前
向
き
に
変
化
し
た

と
感
じ
て
い
る
。

◆
関
係
部
署
や
関
係
機
関
に
お
い
て
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
つ
い
て

の
理
解
が
深
ま
り
、
女
性
相
談
支
援
員
を
中
心
と
す
る
支
援
体
制
と
他
施
策
の
連
携
が

い
っ
そ
う
進
ん
で
い
る
。

◆
⺠
間
支
援
団
体
等
に
お
い
て
相
互
の
連
携
や
行
政
と
の
連
携
が
深
ま
り
、
困
難
な
問

題
を
抱
え
る
女
性
が
必
要
な
支
援
に
よ
り
円
滑
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。

◆
支
援
の
方
針

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
相
談
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
早
期
発
見
か
ら
心
身
の
健
康
の
回
復

支
援
、
自
立
支
援
ま
で
、
個
々
に
抱
え
て
い
る
問
題
及
び
背
景
、
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
を
、
関
係
機
関
等
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
と
ぎ
れ
な
く
包
括
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

◆
支
援
体
制

①
女
性
相
談
支
援
員
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制

女
性
相
談
支
援
員
は
、
支
援
対
象
者
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
や
⺠
間
支
援
団
体
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

本
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
立
ま
で
の
中
⻑
期
的
な
伴
走
型
支
援
を
行
う
。

②
支
援
調
整
会
議
の
組
織

関
係
部
署
や
関
係
機
関
等
の
関
係
者
で
構
成
す
る
支
援
調
整
会
議
を
組
織
し
、
関
係
者
の
相
互
理
解
や
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
個
別
の
支
援
対
象
者
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
、
支
援
の
方
向
性
を
協
議
す
る
。

③
関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
の
連
携

関
係
部
署
や
関
係
機
関
等
に
対
し
て
困
難
女
性
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
連
携
を
強
化
し
、
支
援
が

必
要
な
人
に
最
適
な
支
援
が
届
く
体
制
を
整
え
る
。

④
⺠
間
支
援
団
体
等
と
の
連
携

⺠
間
支
援
団
体
等
と
も
連
携
・
協
働
し
、
困
難
女
性
を
社
会
全
体
で
支
え
、
個
々
に
と
っ
て
最
適
な
支
援
施
策
を
円
滑
か
つ
効

果
的
に
推
進
で
き
る
体
制
の
構
築
を
図
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
⺠
間
支
援
団
体
等
の
運
営
継
続
等
へ
の
支
援
、
人
材
の
育
成
等
に

努
め
る
と
と
も
に
、
⺠
間
支
援
団
体
等
に
お
け
る
相
互
の
情
報
共
有
や
連
携
強
化
を
図
る
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

参考資料１２


